
 

様式Ｃ－１９ 

 

科学研究費助成事業（科学研究費補助金）研究成果報告書 
平成 25 年 5 月 25 日現在 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
研究成果の概要（和文）： 
 本研究では、先住民とアフリカ系人の市民権拡大を求める運動と国家による社会的包摂政策、

とりわけ多文化主義政策の調査・分析を通じて、ラテンアメリカ諸国を中心とした南北アメリ

カにおける国家と市民社会の関係の現状を析出した。その成果の一端は、ペルーとメキシコに

おいて現地の研究者とともに国際セミナーを開催して議論したほか、国内学会での個別報告や

学会誌での論文発表を行い、最終年度に成果報告書を作成した。 
 
研究成果の概要（英文）： 
  In this project, we analyzed the contemporary relations between the state and the civil 
society though field researches of the civil rights movements of indigenous and 
African-descendants and the social inclusion policies, especially the multicultural ones 
promoted by the governments of Americas. The results were presented in two international 
seminars held at Lima, Peru, and Toluca, Mexico, and domestic academic meetings and 
published on academic journals beside the final report. 
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１．研究開始当初の背景 
 1980 年代後半から 1990 年代にかけて、ラ
テンアメリカ諸国が経験した民主化過程に
おいては、権威主義体制から民主主義への政
治体制の移行にとどまらず、女性、先住民、
アフリカ系人などのマイノリティーの権利
拡大が図られ、民主主義の内実そのものの転
換が起きたことが指摘されてきた。こうした

動向は、一般にラテンアメリカでは「多文化
主義」と総称され、とくに国家の公共政策と
して実施される場合、「公定（官製）多文化
主義」とも呼ばれる。本研究プロジェクトに
先行する科研費助成研究「グローバル化時代
の多文化主義と社会運動」（基盤研究 B、海
外、研究代表者：鈴木茂、平成 18〜20 年度）
では、このラテンアメリカ諸国における「多
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文化主義」について、民主化過程を押し進め
た重要な主体を構成したアフリカ系人と先
住民の「新しい社会運動」＝権利獲得運動の
現状・歴史意識・課題と、グローバル化とい
う状況の中で「公定（官製）多文化主義」が
正当性を獲得した重層的な要因を明らかに
した。その中で浮上したのは、こうした新し
い社会運を生み出した「公論の場」＝「（対
抗的）公共圏」がいかなるものであり、従来
の「国民的な言説空間」をどこまで変革し、
どのような可能性と限界をはらんでいるか、
という問題である。この点で、とりわけブラ
ジルやベネズエラ、エクアドルやボリビアと
いった社会運動を基盤として成立した政権
下において、政治参加の拡大＝社会的包摂が
民主主義の実質化、市民権概念の転換にどの
ような意味を持つのかを、改めて問い直す必
要があり、ラテンアメリカ地域全体の趨勢と
の比較も必要であると考えた。 
 
２．研究の目的 
 ラテンアメリカ諸国の重要な特質の一つ
は、その人種的・民族的多様性にある。した
がって、ラテンアメリカ社会の分析にとって、
人種・エスニシティの観点は不可欠であると
いえる。しかるに、従来のラテンアメリカ各
国における国民統合の論理は、人種・江洲に
シティの多様性を問題視し、その差異を消去
してマイノリティーに同化を迫るものであ
った。本研究プロジェクトは、国家と市民社
会の関係や市民権概念の転換にとって、国民
や階級には還元できない、人種・エスニシテ
ィの側面の分析が重要であるという立場か
ら、現代ラテンアメリカ諸国における国家・
市民社会・社会運動の３者の関係について、
次の４つの大きな研究課題を設定した。 
（1）社会運動と政府とのパトロン・クライ
アント関係、あるいはコオプテーションを通
した政府による社会運動の取り込みが持つ、
グローバル化状況における新しい意味をあ
きらかにする。 
（2）多文化主義が受容される一方で、ブラ
ジルなどでは、マイノリティーの平等な権利
を実現する手段としてのアファーマティ
ブ・アクション導入の是非をめぐって論争が
起きている。「個の自律」を標榜する新自由
主義的な社会的・政治的文脈の中で、民主主
義の実質化との関連でこの論争が持つ意味
を明らかにする。 
（3）メキシコとペルーにおける人種的・民
族的マイノリティーの社会運動と国家との
関係を明らかにする。メキシコでは、多文化
主義的な先住民政策が掲げられている一方
で、社会・経済政策においては人種・エスニ
シティを格差の要因として認めず、普遍主義
的（ユニバーサル）な貧困対策が強い説得力
を発揮している。また、ペルーでは、先住民

やアフリカ系人の社会運動は、ボリビアなど
社会構成が似た諸国に比べて脆弱である。 
（4）ラテンアメリカ諸国にとって、アメリ
カ合衆国は歴史的に種々の面で規範となっ
てきた。アメリカ合衆国における公民権運動
の経験や多文化主義をめぐる議論と、ラテン
アメリカ諸国における近年の議論・政策には
やや「ズレ」が見られるが、それがどのよう
な要因や背景から生まれているのかを明ら
かにし、国際的な公論の場のありかたを検討
する。 
 
３．研究の方法 
（1）現地調査。本研究プロジェクトでは、
各研究対象国について複数の研究分担者・研
究協力者を配置し、相互の協力しつつ、現地
の研究協力機関・協力者と連携をはかって現
地調査を行うこととした。調査対象は、先住
民、アフリカ系人の社会運動団体・活動家、
多文化主義政策の政策担当者に絞り、聴き取
りおよび資料収集を行った。また、後述の国
際セミナーに合わせ、参加者を中心にペルー
とメキシコにおいて合同調査を実施した。 
（2）研究成果の現地への還元と現地研究者
との意見交換を目的として、ペルーとメキシ
コにおいて公開の国際セミナーを開催した。
本研究プロジェクトの研究分担者・研究協力
者が報告者・コメンテータを務めるほか、現
地の共催機関の協力を得て、先端的な研究に
取り組んでいる現地研究者を報告者・コメン
テータとして招いた。 
（3）海外から専門研究者を招いて先行研究
の到達点を議論するため、日本国内で国際セ
ミナーを開催した。その際、本研究プロジェ
クト単独の研究会に加え、アジア経済研究所
等、関連分野の研究機関と合同の研究会や講
演会を開催して議論を深めるのに努めた。 
 
４．研究成果 
 ３年間の調査・研究活動を通じて、現在の
ラテンアメリカ諸国における国家・市民社
会・社会運動の関係のあり方を考察するにあ
たって、政治参加の深度と公論の場の成熟度
が大きなカギになることが明らかになった。
（1）第一に、先住民やアフリカ系人の社会
運動が市民社会の主体性をいっそう活性化
させていることが確認できた反面、ブラジル
やベネズエラ、ボリビアなど社会運動を基盤
としたり多文化主義を標榜したりする政権
の成立によって、新たなパトロン・クライア
ント関係の登場やコオプテーションを通し
た国家と社会運動の関係の変質が見られる
ことも明らかになった。 
（2）ブラジルにおける人種に基づくアファ
ーマティブ・アクションの導入とその是非を
めぐる論争は、市民権に関する公論を活性化
させ、多文化主義下における国家の役割と市



民社会との関係をめぐる議論が深まる契機
となった。2009 年に保守政党から提訴された、
連邦大学における黒人志願者への入学枠の
設定の意見の申し立てに対し、2012 年 4月に
連邦最高裁判所が判事全員一致で「棄却」判
決を下したことは、ブラジルにおける多文化
主義の浸透を物語っており、市民権概念の転
換を確定する出来事であったと評価できる。 
（3）ペルーにおける多文化主義の議論は、
近隣諸国に比べていまだに微弱である。これ
には 1980 年代以降の国家及び左翼ゲリラに
よるテロリズムという同国の特殊な事情が
大きな要因の一つであることが指摘できる。
ただし、従来、ほとんど公論の場に登場する
ことのなかったアフリカ系ペルー人の社会
運動の成長が確認され、今後の動向が注目さ
れる。一方、メキシコにおいては、先住民共
同体が機能している地域において、先住民の
慣習法の適用が実現していること、オアハカ，
ベラクルス等におけるアフリカ系コミュニ
ティーが、ペルー同様、メスティソという伝
統的な国民像の見直しを要求しており、多文
化主義の潮流と無縁でないことが確認でき
た。 
（4）とりわけ多文化主義をめぐる、アメリ
カ合衆国とラテンアメリカ諸国の議論の「ズ
レ」については、ブラジルの黒人運動にアメ
リカ合衆国の経験や思想の「流用」が見られ
る点が興味深い。グローバル化の中で人種平
等や人権などの普遍的な価値の拡大が進む
一方、各国の固有の歴史的・社会経済的・政
治的条件の下でそれらの価値を実現するに
は、そうした固有の条件の分析と方法の可能
性・限界を精査する必要があろう。人種平等
が具体的な政治的アジェンダに乗るように
なったゆえに、より個別の文脈に即した議論
が行われるようになっているとも考えられ
る。 
（5）ペルーとメキシコでの国際セミナーで
は、17 本の個別報告と 1本の記念講演が行わ
れた。現地及び開催国以外から招聘した報告
者の報告は、いずれもアクチュアルな現状を
伝える貴重なものであった。そこで、本研究
プロジェクトの研究分担者・研究協力者の報
告と合わせ、全報告原稿を本研究プロジェク
トの最終報告書としてまとめた。今後、正式
な論文集の刊行を模索してゆくことにする。 
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